
1　�シャーロック・ホームズは

生きている
　英国のあるテレビ局が行った調査によ

れば、シャーロック・ホームズが実在の

人物だと考えている人が 6 割に達した一

方、ウィンストン・チャーチル元英国首

相は架空の人物だと考えている人が 2 割 5

分いることが分かった。ちなみに、チャー

チル自身も熱心なホームズ・ファンだっ

たといわれている。

　この調査は、2008 年に約 3000 人を対

象に行われたものだが、ホームズ人気の

高さを示す一つの指標にはなろう。もち

ろん、ホームズは架空の人物だ。英国の

医師で、後に専業作家に転身したアー

サ ー・ コ ナ ン・ ド イ ル（Arthur Conan 

Doyle,1859-1930）が生み出した世紀の名

探偵である。

　昨年、2009 年は作者ドイルの生誕 150

周年だった。また、今春にはガイ・リッ

チー監督による映画「シャーロック・ホー

ムズ」が大人気を博したこともあって、今、

また静かなホームズ・ブームが起きよう

としている。

　今日、ドイルの名前が広く知られてい

るのはホームズ・シリーズによるのは間

違いない。若き日に従事した開業医とし

ての業績でもなければ、晩年、莫大な私

費を投じて普及活動に努めた心霊主義者

としてでもない。名探偵ホームズと相棒

ジョン・H・ワトスン医師の二人が難事件

解決のため、英国やヨーロッパ大陸にま

で出かけるこのシリーズは全部で 60 編（長

編 4、短編 56）ある。以下、本論ではこ

の 60 編を総称して便宜的に「ホームズ物

語」と呼ぶことにする。

　ホームズ研究者や彼の熱烈なファン

を 米 国 や 日 本 で は シ ャ ー ロ ッ キ ア ン

（Sherlockian）、また、英国ではホーメジ

アン（Holmesian）と呼ぶ。現在、このよ
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うな人々が世界で 1 万人ほどいるといわ

れている。シャーロッキアンたちは、世

界各国で約 600 の研究団体をつくり仲良

く交流している。が、団体といっても規

模はさまざまだ。会員が 5 人未満のとこ

ろもあれば、本場英国のロンドン・ホー

ムズ会のように 1000 人を超える団体もあ

る。

　日本にも 1977 年に小林司博士、東山あ

かね夫妻により日本シャーロック・ホー

ム ズ・ ク ラ ブ（Japan Sherlock Holmes 

Club: 通称 JSHC）が結成され、現在約 800

人の会員が在籍している。クラブは小学

生から 80 歳代の大人まで、はば広い年代、

さまざまな職業の人々で構成されている。

この他、学生や主婦、リタイアしたサラ

リーパースンなど各人が「シャーロック・

ホームズ」をキーワードに種々の研究に

励んだり、ホームズゆかりの地へ旅行し

たりしてシャーロッキアン活動を楽しん

でいる。

　世界に数ある研究団体のうち、もっと

も古い歴史と世界最高の権威を誇るのが

1934 年にニューヨークで創立されたベイ

カー・ストリート・イレギュラーズ（The 

Baker Street Irregulars: 通称 BSI）だ。作

品の中で、ホームズの助手となって働い

た浮浪児たちのグループ名を、自分たち

の研究団体名に付けたこの BSI は、世界

でもトップクラスのシャーロッキアンの

集まりとして知られる。

　誰でも申し込んで会員になれるもので

はなく、逆に BSI から指名されて初めて

入会が許可される。だから、シャーロッ

キアンの世界では、BSI の会員になること

はノーベル賞を貰ったほど名誉なことだ

と思われている。

　かつて、米国第 32 代大統領フランクリ

ン・Ｄ・ルーズベルトも熱心なシャーロッ

キアンで BSI の会員だった。私は二人目

の日本人会員として、1987 年 1 月、ニュー

ヨークで毎年開催される BSI の会合で認

証（Investiture）を授与された。

　余談だが、BSI の会員になると、BSI 内

におけるシャーロッキアン・ネーム（芸

名みたいなもの）が与えられる。例えば、

その人が医師ならば、ワトスン医師以外
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の医師の登場人物名を、また、弁護士な

らば、同じく弁護士の登場人物名を貰う

といった具合だ。だが、あいにくシリー

ズ中に日本人は出てこない。そこで、BSI

も知恵をしぼったのだろう。私の BSI に

おけるネームは、何と「日本の箪笥（The  

Japanese  Cabinet）」である。これはホー

ムズがまだ学生時代の事件《グロリア・

スコット号》で、ホームズに探偵になる

ことを勧めたトレヴァ老人が持っていた

日本箪笥に由来する。

　だから、BSI 内で The Japanese Cabinet と

言えば、名前を言わなくても、Dr.TANAKA 

Kiyoshi のことだと分かるという仕組みだ。

　日本人として最初に BSI 会員に選ばれ

たのは、かつて大蔵次官などもつとめた

故・長沼弘毅博士である。1962 年のこと

だった。ちなみに、長沼博士のシャーロッ

キアン・ネームは「日本におけるシャー

ロック・ホームズの奇怪な出来事（The 

Curious Incident of Sherlock Holmes in 

Japan）」というものだ。　

　1987 年という年は、ちょうどホームズ

登場 100 周年の記念すべき年だったので、

世界中でさまざまイベントが行われた。

当時、長沼博士はすでに亡くなって（1977

年）いたので、私は日本人二人目の BSI

会員であると同時に、生存するただ一人

の日本人会員だった。だから、「ニューヨー

ク・タイムズ」ほか、内外の多くのテレ

ビ局やラジオ局が私のところへ取材に来

た。とくに海外からの記者の質問で多かっ

たのが、「歴史も文化も違う日本で、まし

てや 100 年も昔の作品が、なぜ今でもこ

のように人気が高いのか」というもので

あった。この質問に答えることは、「ホー

ムズ物語」の魅力の本質に迫ることにも

なるので、これについては後ほどふれた

い。

　ところで、今まで、本論ではワトスン

のことを‘ワトスン博士’ではなく‘ワ

トスン医師’と書いてきたことにお気づ

きだろうか。皆さんの中には‘ワトスン

博士’と記憶している方も多いことだろ

う。じっさい、シリーズ最初の作品《緋

色の習作》（A Study in Scarlet）の冒頭

でも「1878 年に私（＝ワトスン：田中注）
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はロンドン大学で医学博士号を取ると、

陸軍軍医になる課程を修めるため、ネッ

トリーの王立陸軍病院へと進んだ」とはっ

きり書かれている。

　しかし、あるシャーロッキアンの研究

論文によれば、ワトスンの学歴や軍医と

しての職歴を細かく調査し、当時の学位

授与の仕組みなどと照らし合わせた結果、

彼が医学博士号の学位を取るのはかなり

難しいという結論に達したとのことだ。

そこで、日本のシャーロッキアンたちは

ワトスンを‘博士’ではなく‘医師’と

呼んでいることから、ここでも「ワトス

ン医師」呼ばせて頂くことにする。

　一部重複するが、1887 年 11 月発売の雑

誌『ビートンのクリスマス年刊』に《緋

色の習作》が発表されて以来、「ホームズ

物語」は、

今や世界

で 180 以

上の言語

に翻訳さ

れ、 シ

リーズ収

録 本 は

『 聖 書 』

に次ぐベ

ストセラーとさえいわれるほど、今なお

世界中で売れ続けている。日本語版も翻

訳語版の一つだが、訳者の言葉づかいの

違いで微妙に作品の雰囲気が異なる。も

ちろん、原作は一つながら、訳者の数の

分だけニュアンスの違う物語を味わうこ

とができるのは、翻訳語版で読む者なら

ではの特権であろう。

2　事件現場はエディンバラ
　名探偵ホームズといえば、誰もがロン

ドンのまちを連想する。逆に、霧にけむ

るロンドン、ガス灯、辻馬車、電報とく

れば、多くの人がホームズの登場を期待

するのではないだろうか。「ホームズ物

語」には、実在・架空を含め、数多くの

ロンドンの地名が登場する。じっさい《赤

毛組合》事件の中でホームズは、「ロンド

ンについての正確な知識を蓄えることが、

ぼくの趣味の一つなのだ」といっている。

この言葉は、作者のコナン・ドイルがロ

ンドン生まれのロンドン育ちだからこそ

書けたのではないかと錯覚しそうだ。だ

が、彼はロンドン子ではない。それどこ

ろか、イングランド人ですらない。スコッ

トランドはエディンバラの生まれ、生粋

のスコッツマンだ。
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　1886 年に、ドイルが《緋色の習作》を

書いたとき、彼はポーツマス市で全科の

開業医をしていた。生まれてこのかた、

一度もロンドンに住んだことがないドイ

ルは、当時、ロンドンのまちの様子が分

からず、事件の舞台はロンドンなのに、

かつて暮らした生まれ故郷エディンバラ

の裏町風景を使った。

　《緋色の習作》は復讐劇のひとつだ。ロ

ンドンのブリクストン通りの外れ、ロー

リストン・ガーデン 3 番の空き家で、ア

メリカ人、イノック・J・ドレッバーの死

体が発見されるところから話が始まる。

ブリクストン通りはロンドンに実在する。

今日のブリクストン通りは南ロンドンの

繁華街の一つだが、ホームズの時代には

通りの東側にみすぼらしい家が並んでい

たに過ぎなかったという。一方、死体が

発見されたローリストン・ガーデン 3 番

は架空の地名だ。作品中、ドイルはこの

場所について次のように描写している。

　 　ローリストン・ガーデン 3 番の家は

不吉でおどすような様相を呈していた。

道路から少し引っこんで建っている 4

軒の中の 1 軒で、2 軒は人が住み、2 軒

は空き家だった。空き家にはカーテン

もない暗い窓が 3 段に並んでいた。窓

はうつろでわびしく、曇った窓ガラス

のあちこちに「貸し家」の札が貼られ、

まるで白内障のようだった。枯れかかっ

た植物がまばらに生えている小さな庭

が道路と敷地を分けていた。庭の中を

狭い小道が通っている。色は黄色っぽ

く、粘土と砂利が混じってできている

らしい。（笹野史隆訳）

　ローリストン・ガーデンという地名は

エディンバラの中心地、エディンバラ城

の南約 600 メートルのところに実在する。

当時は、ドイルが書いたようなうら寂し

い雰囲気を持っていたようで、いま引用

した描写はドイルのまったくの創作とい

う訳ではない。だが、なぜドイルがそん

なうら寂

しい場所

を知って

いたのか。

そ れ は、

エディン

バラ大学

医学部の

学 生 時

代、ド イ
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ルがそこからわずか 500 メートルほど東

のジョージ・スクエア 23 番に住んでいた

からだ。

　「ホームズ物語」には舞台となったロン

ドンのまちが正確に描写されているかの

ようなイメージがある。だが、細かく検

証すると、このように、作品中にエディ

ンバラのまちの様子が描かれていたりし

て興味深い。

　昨年のドイル生誕 150 周年にあたって

は、世界各地で記念のイベントが開催さ

れた。ドイルの母校エディンバラ大学で

ドイル関係の展覧会が開催されたほか、

米国のハーバード大学ホートン図書館で

もシンポジウムと展覧会が開催された。

世界のシャーロッキアンたちは、この「ド

イル展」に特に注目した。それというの

も「シャーロック・ホームズ展」ならば、

以前にも何度か開催されたことがあるが、

ドイル展は記憶になかったからだ。例え

ば日本の例で「ホームズ展」の歴史を見

てみよう。

　1985 年 7 月に、日本初の「シャーロック・

ホームズ展」が東京神田の三省堂本店で

開催された。この後、「ミステリ・魅ステ

リアス展」（1986 年、東京池袋・東武デパー

ト）、「シャーロック・ホームズ登場 100

周年展」（1987 年 9 月、東京日本橋・丸善

本店）、「シャーロック・ホームズの世界展」

（1994 年 9 月、東京・松坂屋銀座店ほか）

と幾つかの大きなホームズ展が開催され、

いずれも人気を博した。

　いま紹介した展覧会は、すべて私の膨

大なホームズ・コレクションの中から、

その一部を展観したもので、ドイル自筆

の手紙や署名入りの初版本、ホームズ関

連グッズなど、数々の珍しい品を初めて

公開したこともあって、連日、開場直後

から大入りの大人気であった。

　閑話休題。冒頭でも書いたが、今日の

ドイルの名声は「ホームズ物語」作者と

してのものだ。その一方、あまりにも高

いホームズ人気は、ドイルが著した他の

作品を不当に脇へ追いやってしまった。

これはじつに不幸なことだといえる。そ

れが、昨年の「ドイル展」以来、徐々に

ではあるが、彼が著した他の作品にも目
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が向けられてきたのは嬉しいことだ。

3　はば広いドイルの著作
　本来、ドイルがなりたかったのは探偵

小説作家として成功することではなく、

歴史小説作家として英国文学史にその名

前を残すことだった。ホームズが人気絶

頂だった 1893 年、ドイルは《最後の事件》

で、名探偵をスイスのライヘンバッハ滝

で宿敵モリアーティ教授と決闘させ、二

人とも滝つぼに落として殺してしまった。

これで歴史小説に専念できると思ったが、

そううまくはいかなかった。

　当時、「ホームズ物語」を月刊誌『スト

ランド・マガジン』に連載していたロン

ドンのジョージ・ニューンズ社をはじめ、

ドイルのもとにも、読者からホームズ再

開を望む強い声が数多く寄せられた。ロ

ンドンのまちには、ホームズの死を悼ん

で腕に喪章をつけて歩く人まで現れる始

末だった。出版社からの度重なる要請（と、

高額な原稿料の申し出）もあって、1903 年、

ドイルはついに《空き家の冒険》で、名

探偵をロンドン、ベイカー街の下宿に生

還させた。以後、ドイルはもうホームズ

を殺すようなことはせず、生涯で約 40 年

間にわたりシリーズを書き続けたのだっ

た。

　最初の作品「ササッサ谷の謎」が雑誌

『チェインバーズ・ジャーナル』に掲載さ

れた 1879 年から、ドイルが亡くなる 1930

年までに発表した作品数は、小説で232編、

単行本にして 36 冊になる。また、自伝や

ノンフィクション、心霊術関係の専門書

までを含めると 54 冊になる。

　一例として、これらの作品をジャンル

別に分けると、次のようになるのではな

いか。

　（1）「消えた臨急」「甲虫（カブトムシ）

採集家」など、「ホームズ物語」以外のミ

ステリー小説。（2）「縞のある衣類箱」「ポー

ルスター号船長」などの海洋奇談小説。（3）

「クロクスリの王者」「ファルコンブリッ

ジ公」などのボクシング小説。（4）「大空

の恐怖」

「新しい

地 下 墓

地」など

の恐怖小

説。（5）

「ヒラリ・

ジョイス

中尉の初

陣」「ブ
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ラウン・ペリコード発動機」などの冒険

小説。（6）「シャーキイ船長」「シャーキ

イ船長との勝負」などの海賊小説。（7）「マ

イカ・クラーク」「白衣の騎士団」などの

歴史小説。（8）｢マラコット深海｣「失わ

れた世界」などの空想科学小説。（9）「心

霊術の歴史」「コナン・ドイルの心霊ミス

テリー」などの心霊術関係のノンフィク

ションやフィクション。（10）「ボーア戦争」

などの政府の政策宣伝関係著作。（11）『ス

ターク・マンローからの手紙』「コナン・

ドイルのドクトル夜話」といった自伝的

小説や医学関係小説など、その範囲は多

岐にわたる。

　あるいは、皆さんも『ホームズ物語』

以外のドイル作品のうち、今あげた作品

のいくつかを目にしたことがあるのでは

ないだろ

うか。例

えば「失

われた世

界」は、

南米奥地

に 19 世

紀末でも

恐竜が生

き て い

て、探検隊がそれを発見するという話で、

映画「ジュラシック・パーク」の原案に

もなった作品だ。また、『スターク・マン

ローからの手紙』（河出書房新社刊）は、

ドイル自身が心血をそそぎ、こよなく愛

した作品の一つで、彼が最も末永く生き

続けると考えていた小説である。

　ドイルの数多い著作の中でも、同小説

は、まさに原点に位置づけられる名作だ

と私は確信する。真理とは何か、人間と

は何かなど、誰もが悩む永遠のテーマを

扱うとともに、ドイル自身の若き日の苦

悩が赤裸々につづられ、彼の思想や哲学

を理解するうえで、これ以上の作品はな

い。

4　�シャーロック・ホームズの

モデル
　ドイルがスコットランドのエディンバ

ラ生まれだということは、すでに書いた。

父チャールズは市役所に勤める建築職の

公務員であったが、アルコール依存症の

ため 47 歳で役所を退職した。当時、ドイ

ルは 20 歳。エディンバラ大学医学部の学

生だった彼は、さまざまなアルバイトを

して学費を稼がざるを得なかった。

　このとき出会ったのが、恩師ジョゼフ・
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ベル教授だ。ベル教授こそホームズのモ

デルになった人物である。教授は外科学

の権威だったが、患者が診察室に入って

くるやいなや、言葉づかいや服装、動作

などから、その人がどこの出身でどのよ

うな職業の人かを言い当てたと伝えられ

ている。この様子をアルバイトとして、

教授のそばで見ていたドイルが後にホー

ムズのキャラクターに使ったのだった。

しかし、ホームズやワトスンの考え方は、

ドイルの思想を代弁したものに他ならな

い。二人は、まさに、ドイルの分身だと

いえよう。

　後年、流行作家になったドイルにとっ

て、父の精神病院入院は隠しておきたい

秘密だった。だから、この事実が明らか

になったのは近年になってから、英国の

シャーロッキアンの研究によるものだ。

彼は、ドイルの父親がスケッチブックに

描いた建物を長年探し続け、ついにそれ

が精神病院であることを突きとめたのだ。

この発見は、ドイルの人格形成を研究す

るうえで、大きな一歩となった。だが、

このような地道な研究は、やはり地の利

がある英国人でなくては出来ないのも事

実だ。

　今日、ドイルがロンドンの眼科開業医

から専業作家に転身した経緯は、「眼科医

院を開業したものの、待てど暮らせど患

者がさっぱり来なかったから、ベル教授

をモデルに暇にまかせてホームズ作品を

書いた」というのが世界の研究者の間で

定説になっている。しかし、これは事実

と異なる。その理由はこうだ。

　ドイルが医院を開業したのが 1891 年 4

月 1 日。最初の短編《ボヘミアの醜聞》

の原稿を出版代理人A・P・ワットに送っ

たのが 4 月 3 日のことだ。後の作品をみ

ると脱稿するまでに約 1 週間かかってい

るから、逆算すれば 3 月末には原稿を書

き始めていた計算になる。だから「待て

ど暮らせど患者が来なくて」は怪しくな

る。そもそもこのような説が信じられる

ようになった経緯は、ドイルが自伝『わ

が思い出

と冒険』

に書いた

次の一節

による。

　 毎 朝

モ ン タ

ギュー・

プ レ イ
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スの下宿から徒歩で通い、午前 10 時から

午後の 3 時か 4 時頃まで患者を待ってい

たが、静けさをやぶるベルの音は一向に

鳴らなかった。瞑想と仕事にこんな適し

た場所があるだろうか。ここは理想的だ。

診療がまったく期待できない一方、文学

的将来にかけるチャンスはいくらでもあ

るという具合だった。

5　「ホームズ物語」の魅力を探る
　このように、ドイルが専業作家になっ

た経緯は、本当は自伝とは異なるとはい

え、「ホームズ物語」が魅力に溢れた作品

であることに、いささかも変わりはない。

次に「ホームズ物語」の持つ魅力につい

て考えてみたい。まず、多くの人が指摘

するのは、名探偵の優れた推理と行動力

で犯人が

捕まり、

難事件が

見事に解

決する醍

醐味だ。

このよう

に、勧善

懲悪的な

要素が物

語の大きな魅力になっているのは間違い

ない。だが、それだけの理由で 120 余年

にわたって読み継がれてきたとは思えな

い。

　その他、ガス灯や霧のロンドン、電報、

蒸気機関車、馬車など物語の背景になっ

たヴィクトリア朝への郷愁をあげる人も

多い。しかし、それは現代の読者の感覚

である。「ホームズ物語」は《緋色の習作》

（1887 年発表）から《ショスコム荘》（1927

年発表）まで、約 40 年間にわたって書き

継がれたシリーズだ。最後の作品群はと

もかく、月刊誌『ストランド・マガジン』

に短編の連載が始まった 1890 年代、当時

の読者にとってホームズは同時代の人間

であり、ヴィクトリア朝は目の前にある

日常風景そのものだった。

　時空を超えた「ホームズ物語」の魅力

を考えたとき、私には「事件」という核

を通じて巧みに描かれた人生の機微や、

登場人物の生き方に対する読者の共感が

一つの回答であるように思える。「ホーム

ズ物語」には浮浪児の少年からボヘミア

国王まで、あらゆる階層に属する 1000 人

以上の人々が登場する。彼らの生き方や

考え方が実に巧みに描かれているのであ

る。

特集



　作品の舞台が広範囲なのも大きな魅力

の一つだろう。事件現場にロンドンが多

いのは確かだが、登場する地名はなにも

ロンドンだけではない。50 以上の国と地

域、例えば英国内に限っても《悪魔の足》

事件の舞台となったコーンワル半島や、

長編《バスカヴィル家の犬》の舞台になっ

たダートムア地方など、約 280 を超える

地名が登場する。誠にスケールの大きい

物語なのだ。ちなみに《高名の依頼人》

には「奈良に近い正倉院」とか「聖武天皇」

という記述も出てくる。

　その他、‘ホームズ語録’も忘れてはな

らない。全編を詳細に読み込むと、随所

でホームズが示唆に富んだ言葉を言って

いることに気づく。たとえば「ただ見る

のと、観察するのとでは大違いだ」「デー

タが揃わないのに推理をするのは大きな

間違いだ。人は事実に見合う理論的な説

明を求めないで、理論に合うよう事実を

ねじ曲げてしまう」「探偵術において最も

大切なのは、多くの事実の中から、どれ

が付随的な要素で、どれが本当に価値あ

る要素なのかを、きちんと見分ける能力

だ。これが出来ないと、精力と注意力は

ただ浪費されるばかりで、集中させるこ

とが出来ない」など、これらは、日本経

済が低迷する一方で、IT革命による情報

過多の現代、日々刻々の状況判断を迫ら

れるビジネスパースンにとっては、ひと

きわ役立つ言葉ではないだろうか。ホー

ムズ流の探偵学は、きちんと読みこなせ

ば、現在の景気分析と将来の経済予測に

も十分応用できると私は考えている。

　ホームズは世界初、ただ一人の諮問探

偵という設定だ。奇怪だが犯罪かどうか

不明なものから、警察がさじを投げた事

件まで、ホームズとワトスン医師が住む

ベイカー街 221B の下宿には、さまざまな

事件が持ち込まれる。

　依頼人の話を丹念に聞き、情報を収集

し、分析する。そして知力、気力、行動

力を振り絞って事件解決に邁進するホー

ムズの姿勢は、企業経営をはじめ、今日

の各界に

おいても

学ぶべき

点は多い

はずだ。
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６　照明器具の研究
　最後に「ホームズ物語」は役立つとい

うことを指摘しておきたい。「ホームズ物

語」を読むと、ヴィクトリア朝の庶民の

生活や、当時の物価、まちの様子などが

手に取るようによく分かる。郷愁とは違

う、これは当時の社会の様子を知る教科

書的要素といった方が当たっているかも

知れない。

　私事で恐縮だが、いま大学の文学部で

「西洋文化史」の講座を担当している。教

室内の誰も見たことがないヴィクトリア

朝の社会と文化を、学生たちに楽しみな

がら理解してもらおうと、毎回、講義に

は工夫を凝らすよう努力している。これ

までの経験から、私は、難しい専門書を

使うよりは「ホームズ物語」の一場面を

話す方が、よほど理解しやすいと思って

いる。そこで一例として、我々の生活に

身近な「照明器具」に注目し、ヴィクト

リア朝の変化を、「ホームズ物語」に出て

くる照明器具の記述から探ってみたい。

　

　当時の照明器具といえば、思い浮かぶ

のは、まず「ガス灯」、次が「電灯」だろう。

そこで、注意深く「ホームズ物語」を読

むと、ガス灯に関する記述が 18 カ所、電

灯に関する記述は 7 カ所あることが分か

る。紙幅の関係で全部は紹介できないが、

例えば、1887 年の事件《青いガーネット》

には「帽子についた獣脂のしみも、一つ

や二つなら偶然ということも考えられる。

だが五つ以上もあると、いつも獣脂ロウ

ソクを使う男―つまり、夜、片手に帽子、

片手にロウソクを持って階段をのぼる男

と考えられる。とにかく、ガス灯の口か

ら獣脂がたれることはないからね」とあ

る。

　これから、1887 年当時は、まだガスが

引かれてない家もあったことが分かる。

翌 1888 年の事件《四つの署名》には「ほら、

向こうのガス灯の下を、人がぞろぞろと

歩いているよ」とあり、街灯にガスが使

われていた様子が描写されている。一方、

同じ 1888 年に起きた《バスカヴィル家の

犬》には、「半年のうちに電灯をずらりと

つけることにします。館の玄関の前に千
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燭光のスワン・エジソン電灯をつければ、

もう寂しくはなくなるでしょう」との記

述がある。このことから、この頃には、

電灯を設備する家もあったことが伺い知

れる。

　20 世紀に入ると、照明器具として登場

するのは電灯ばかりになる。1903 年の事

件《スリー・ゲイブルズ》には、「1分後

に我々（＝ホームズとワトスン）は、な

かば暗くして、所どころピンク色の電灯

を配した、広くて素晴らしいアラビアン・

ナイト風の客間にいた」。また、1914 年の

事件、ちょうど第 1 次世界大戦が起きる

前夜に発生した《最後の挨拶》には「フォ

ン・ボルクはそれを開けると、先に立っ

て行って、電灯のスイッチを入れた」と

の記述もみられる。

　これらの記述と事件発生年を一覧表に

して考察すると次のようになる。「ホーム

ズ物語」の中では、1886 年の事件《入院

患者》で初めてガス灯に関する記述がみ

られ、1887 年 10 月の事件《赤毛組合》ま

では、照明器具といえばガス灯のみであ

る。同 11 月の《瀕死の探偵》に初めて電

灯が登場するものの、その後も、依然と

してガス灯が続き、次に電灯が登場する

のは、今書いた 1887 年の《バスカヴィル

家の犬》である。

　やはり、まだ当時は、一般的な照明器

具といえばガス灯が主流であったのだろ

う。しかし、1895 年の事件《3人の学生》

くらいから電灯に関する記述もみられる

ようになり、登場人物の職業にも「電気

技師」の文字が出てくるなど、世の中に

電灯がだいぶ普及してきたことが分かる。

ただ、ガス灯も時おり顔を出すところを

みると、ガス灯から電灯へ徐々に移行し

ていった時期であったことが伺える。

　そのガス灯も 1902 年の事件《レイ

ディ・フランセス・カーファクスの失踪》

を最後に、ぱったりと姿が消え、変わっ

て 1903 年の《スリー・ゲイブルズ》や、

1914 年の《最後の挨拶》の頃には電灯だ

けになる。これらから、世の中にもある

程度、電気が普及し一般的な照明器具と

して電灯が使われ始めたことが「ホーム

ズ物語」から伺い知れるのである。

シャーロック・ホームズ魅力の世界



　ただ、今あげたのはドイルの記述によ

るものであり、これが正しいかどうかは、

また別の問題だ。これを検証するために

は、ヴィクトリア朝の照明器具に関する

内外の膨大な記録を読まなければならな

い。この作業を経て、記述の正しさが確

認できたら、当時の照明器具が登場する

種々の映画の一場面を学生たちに見せ、

視覚からも理解させながら講義を進める

というのが私の流儀である。

　

7　まとめ
　全部で 60 編といえども、ほとんどが短

編であるから文庫本にすれば 10 冊程度の

ものだ。「ホームズ物語」は、犯人が分かっ

て、それで終わりというものではない。

たとえ短編でも徹底的に読み込めば、そ

こからまた大きな世界が広がることもあ

る。読み方も各人により違っていい。こ

れを契機に、今一度「ホームズ物語」に

親しむことをお薦めしたい。そして、あ

なた自身が見つけた「ホームズ物語」の

魅力を十分に楽しんでいただきたいと思

う。　　　　　　　　　（イラストも筆者）
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